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主催：⼤阪ボランティア協会    協賛：真如苑

登壇者

開催⽅法：対⾯＆オンラインのハイブリッド開催
対⾯会場：⼤阪ボランティア協会�市⺠活動スクエア「CANVAS⾕町」

 �    ��（⼤阪市中央区⾕町2-2-20�2階）
 ��※後⽇視聴できます（視聴期間あり）

参加費：協会個⼈会員、パートナー登録団体1,000円
�     �⼀般1,500円
 �※振込⼿数料などはご負担ください。
 �※この機会に協会個⼈会員になっていただくと、割引価格でご参加できます。
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あれからあれから30年30年
災害ボランティアと市⺠の⼒の災害ボランティアと市⺠の⼒の

これからを考えるこれからを考える

2025

1/11

阪神・淡路⼤震災発災翌⽇の1995年1⽉18⽇、「阪神・淡路⼤震災�被災地の⼈々を応援する市⺠の会」が創設されまし
た。同会には全国から多くのボランティアコーディネーターが駆けつけ、また経済団体や企業との連携の下、⽇本初の
災害ボランティアセンターとして多くの市⺠が復興活動に参加する拠点となりました。ボランティアの「参加の⼒」に
加え、ボランティアコーディネーションの重要性が広く知られるようになったのも同会の活動がきっかけです。
あれから30年。⾃然災害が多発する中、災害ボランティアセンターは⼗分なコーディネーション機能を発揮しているで
しょうか。本フォーラムでは、災害時に市⺠/ボランティアが関わる意味と、災害ボランティアコーディネーションの
あり⽅について改めて考えたいと思います。

16:45∼19:00(16:45∼19:00(16:30開場)16:30開場)
112025年2025年 ⽉⽉1111⽇⽇ (⼟)(⼟)

※閉会後に「交流・懇親会」を開催します（対⾯参加のみ）。ぜひご参加ください。

【問い合わせ：担当 増田】06・6809・4901 ／ office@osakavol.org



〇開催⽇時 2025年1⽉11⽇（⼟）16：30開場／16：45開会∼19：00閉会
※開催⽅法は表⾯をご参照ください。

〇参加費 ▷⼤阪ボランティア協会個⼈会員 1,000円 
      パートナー登録団体 1,000円
     ▷⼀般1,500円
※振込⼿数料はご負担ください。
※クレジット、コンビニ払いの⽅は別途Peatix⼿数料200円が加算されます。
※割引コードはメール送信していますが、アドレス登録のない⽅はお問い合わせください。
※この機会に協会個⼈会員になっていただくと割引価格でご参加できます。

〇申し込み締め切り 2025年1⽉8⽇（⽔）
※後⽇視聴をご希望の場合は2025年1⽉14⽇（⽕）まで
���にお申し込みください。

〇登壇者のご紹介

 
 

 

 

 
 

銀⾏振込申し込み

フォーム
クレジット、コンビニ

払い申し込みフォーム

（交流・懇親会あり）

検証編

1954年⼤阪市⽣まれ。1975年から総合建設会社でサラリーマン⽣活を13年続けた後、1988年に⼤阪ボランティア協会に転職。
市⺠活動の⽀援を中⼼に若者ボランティア育成に関わった。1995年の阪神・淡路⼤震災時には被災地で1年余り、多くのボラン
ティアとさまざまな⽀援活動に取り組んだ。2006年に華頂短期⼤学教員に転職。2024年3⽉まで18年間の教員⽣活の⼀⽅、
2008年から現在まで京都府南丹市美⼭町で、多くの⼤学⽣たちと限界集落⽀援のワークキャンプを実践している。

名賀�亨（京都ボランティア学習実践研究会�代表）

早瀬 昇（⼤阪ボランティア協会�理事⻑）
阪神・淡路⼤震災当時は事務局⻑。協会は1976年に⽇本初のボランティアコーディネーター養成講座を開講。以来、コーディネ
ーション事業の専⾨性向上に努めてきた。震災では前年秋に企画運営に加わった全国ボランティアコーディネーター研究集会の参
加者とのネットワーク、1980年代から培ってきた全国の市⺠活動推進団体との連携、1991年から取り組んでいた企業や経済団体
との協働関係を⽣かすこととなった。

展望編

勝部�麗⼦（豊中市社会福祉協議会�事務局⻑）
⼤阪府豊中市⽣まれ、コミュニティソーシャルワーカー。阪神・淡路⼤震災で府内最⼤の被災地となった豊中市で震災⽀援ボラン
ティアセンターを⽴ち上げ、⽀援活動の中⼼を担う。その後、市内全域で⼩地域福祉ネットワーク活動を展開。2004年、府地域
福祉⽀援計画によるコミュニティソーシャルワーカーの１期⽣となり、制度の狭間の課題に取り組む。東⽇本⼤震災、熊本等では
発災直後から⽀援、災害復興のコミュニティづくりに関る。2014年、NHKドラマ「サイレント・プア」では主⼈公のモデルとし
て監修も務め、「プロフェッショナル�仕事の流儀」にも出演。厚⽣労働省社会保障審議会委員も務める。著者に「ひとりぽっちを
つくらない∼コミュニティソーシャルワーカーの仕事」（全社協出版）。

永井�美佳（⼤阪ボランティア協会�事務局⻑）
学⽣時代に出会った市⺠活動家の⽣きざまをロールモデルとし、この世界で⽣きることを決意。1995年1⽉30⽇より「阪神・淡路
⼤震災�被災地の⼈々を応援する市⺠の会」でボランティアコーディネートを担当。同年9⽉、⼤阪ボランティア協会に⼊職。主に
市⺠活動（ボランティア・NPO）のコーディネーション、NPOの組織化やコミュニティビジネス・社会起業の事業化、企業の
CSR・社会貢献活動の推進、災害⽀援などに取り組む。2016年4⽉より事務局⻑、2019年6⽉より現職。

1988年広島市⽣まれ。2007年、神⼾⼤学⼊学。同時に能登半島地震の被災地で災害ボランティア活動を始め、新潟県中越沖地
震、兵庫県佐⽤町⽔害、東⽇本⼤震災、熊本地震など国内25以上の災害救援活動に従事。2011年4⽉より被災地NGO恊働センタ
ースタッフ、2015年5⽉から代表。2023年3⽉に兵庫県⽴⼤学減災復興政策研究科博⼠後期課程を修了し、同年4⽉より関⻄学院
⼤学⼈間福祉学部社会起業学科助教。神⼾学院⼤学⾮常勤講師。平成30年度兵庫県「若⼈の賞」受賞。

頼政�良太（被災地NGO恊働センター�代表）

⽥尻�佳史（⽇本NPOセンター常務理事）＝コーディネーター
４年間の海外でのボランティア活動を経て、⼤阪ボランティア協会で企業の社会貢献活動推進を担当。1995年には「阪神・淡路
⼤震災�被災地の⼈々を応援する市⺠の会」の現地責任者として従事。1996年11⽉に⽇本NPOセンター職員となり、市⺠活動の
基盤整備をすべくNPOと他セクターとの連携推進、各種プログラムの企画を⼿掛ける。地⽅での⽣活に憧れ、2015年4⽉から富
⼭県⿊部市に家族と移住。地⽅から「強い⽇本のあり⽅」を模索中。


